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令和 2年度めむろ未来ミーティング報告書（1/28 まちづくりプラットホームめむろ） 

【めむろ未来ミーティング】 

令和 3年 1月 28日(木) 

18：30～21:10 

まちづくりプラットホームめむろ 

 

■参加者 １３人（うち２名がオンライン参加） 

■芽室町  町長、教育長、企画財政課長 

■記 録 広報広聴係 玉堀、池田 

 

１ 開会 

２ まちづくりプラットホームめむろ 

 代表 岡田 幸造 様ごあいさつ 

３ 手島町長あいさつ 

４ 意見交換 

 

 ■対応等必要事項   

下線部分については、対応を要する事項として別

途担当部署に対応報告書の提出を依頼します。 

 

■ まちづくりプラットホームめむろ 

  代表 岡田 幸造 様 ごあいさつ要旨 

 

今年度に入り、町民活動支援センターの機能移転に

ついて議論してきた。 

公民館に移転した時、どんな利点があり、どんな活

動をできるか、どんな発展ができるかと繰り返し、話し

てきた。その間、町も、新たな交流の拠点として期待し

ているということを示していただいている。運営受託

者として、どうその期待に応えていくか考えていかな

ければならない。 

また、ふらっと立ち寄れる町民活動支援センターで

あることが大切と教育長からもお話しをいただいた。 

求められている期待は大きいと感じている。 

今日、このあと町長が考えていらっしゃるまちづくり

の体系である「芽室町地域・行政経営システム」の話が

あると思うが、そういったお話が聞ける場ということで、

とても楽しみにしています。よろしくお願いします。 

 

■ 芽室町長あいさつ要旨 

 

（資料１）芽室町地域・行政経営システムを説明 

 

自治のまちづくりの主体である住んでいる町民の皆

さまが、満足感、納得感、生きがいを得られることが大

切で、そのためには、地域コミュニティや郷土愛の醸

成、そして、次世代の人材育成ということが大切であ

るが、それを達成していくために中心に考えているの

が、「コミュニティスクール」である。 

 

学校を起点に地域とともに学ぶ。子どもだけではな

く、住んでいる町民のみなさまが関わる取り組みで、

郷育、夢育として、芽室町への愛着や誇り、自己有用

間の醸成、そして、夢への挑戦へとつなげていく。これ

がめむろ未来学で、食農教育などを通じて、小中学生

たちにめむろはこんなまちだよと思ってもらう機会を

与えてあげたい。これはある程度、義務教育の中で実

施していくことを考えている。 

それを中・高校生以降になってステップアップとして

参加してほしいのが、ジモト大学。 

さらに深くめむろについて学んだり、特産品開発や

食に対する提案などをしてもらいたい。また、講師を町

民の方にもお願いすることで、講師となった方にも緊

張感、やりがい、経験になり、プラスになる。それが芽

室愛にもつながっていくのではないかと考えている。 

 

 どの団体も人が少なくなっている。事務局を役場で

やってくれないかという動きもある。どちらかというと

少し停滞気味なのではないかと考えている。 

資料に示しているように、そうした活動の拠点として、

町民活動支援センターを置いているということは、期

待としては、町民活動支援センターには、こうした各種

団体の動きを復活させていくような役割を果たしても

らいたい。会員を単に増やすということではなく、活動

していていきいきと充実感が得られる活動ができるよ

うに支援してほしい。 
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これまでも、コミュニティスクールに対して支援や協

力していただいており、意識を強く感じていると教育

長から聞いている。 

ぜひ、引き続きかかわりを強くしてほしい。 

 

地域コミュニティ、郷土愛のベースになる部分で一

番課題を感じているのは、町内会であり、最も重要で

あると考えている。加入率も６割を切るところまで減っ

ている。加入率の向上は難しい問題であるが、少なく

とも今、加入している人が、町内会に加入している意

義を認識していただくことや、活動そのものの活発化

につながるよう活動する中で、市街地町内会連合会や、

単位町内会の皆さんもふらっと相談できるような町民

活動支援センターであっていただければというのが理

想である。 

 

皆さんの活動範囲は幅広いが、私が望む形としては、

こうしたセンター像である。 

 

一方で、住民参加では非常に悩んでいることもある。

私自身も策定に関わった「自治基本条例」。またそれよ

り先にできた「まちづくり参加条例」がある。あのときの

住民参加条例を作るときは、町民の皆さまに興味もあ

ったし、若さもあり、参加してみよう。パブコメしてみよ

う、ホットボイスに書いてみようという意識が活発だっ

た。物珍しさもあってと思われるが。 

しかし、現在はどうかというと、パブコメで今、意見は

来ない。これは見方によっては、住民参加が当たり前

となって成熟化したことともいえるかもしれない。 

慣れや役場への諦め？参加への関心が薄れてきて

いる。議会でも住民参加について議論するが答えにく

くなってきている。 

私たちとしては、時代に合わせて、意見を出しやす

い環境づくりを役場としてやるということ。 

パブコメが何件来たからいいとかわるいということ

ではない。住民が参加できる環境を整える。時代に合

わせてというところでは、例えばSNSで意見を言える

など。こうしたことを実施してきている。 

 

最終目標は、若い世代が自分たちの町に誇りを持ち、

将来帰ってくるというところを目指していきたい。そう

しないと町が継続していかない。だから、人材の育成

にも力を入れていくという考え方である。 

町民活動支援センターの皆さまには、こうした考え

方を共有させていただき、今日の意見交換をさせてい

ただければと考えている。 

 

■ まちづくりプラットホームめむろ様からの説明を共

有 

 

意見交換 

【ご意見①】 

なぜここにいるのかというと、まちづくりにおいて住

民参加を求めている芽室は素敵だと思ったところから、

私も前段階でできることをやってみようと、すまいるモ

ニター、議会モニターを2年くらいやってみた。 

そのほかにも、さまざまな会議の参加も声かけても

らったらできるだけ行くようにしてきた。 

いろいろと参加してみた結果、職員、議員との距離

も近くなったが、一方で、ちょっともやっとしたものもあ

った。 

少し離れていってしまう感覚、これは、議員から意見

を求められて、そのあとも同じような意見を求められ

る場面が、町からもあって、毎回、その場ではかなりエ

ネルギーを出して話すのだけど、その後も、何回も同

じようなことを求められてが繰り返される状態があっ

て、空振り感があった。 

結果として、呼ばれて参加するものは自分の活動で

はないなという感覚になった。求めてきた側のために

はなるが、自分たちのためになるような場ではあまり

ないのかなと。 

議会側も行政側も町民の意見を聞きたがっている。

町民側も聞いてほしいと思っている。話し合いの場は

設けられているのに、互いにモヤッとし続けている。 

その原因は、議会主体で設けられている話し合いの

場、町（行政）主体の場はあるが、町民主体で設けられ

ている場がないからだということに気が付いた。 

町民主体の場として、まちプラさんができて、ココで

あればと思って、いまプラットホームめむろに関わって
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いる。 

町民がお話をふらっとできる場というのは、本当に

ありがたいところで、ちょっと挨拶だけ、ポロッとつぶ

やける。そんな場がなかなかない。そこでの発言こそ

本音である。その声がここで拾われて、行政や議会へ

とつながっていくとよい循環ができて、本当の意味で

の住民主体のまちづくりが叶うのではないか。そして、

郷土愛にもあふれていくのではないか。 

そしてそれが戻ってきたい町、関わりたい町になる。

そうそう他にはない町になり、若い人や外からのワ―

ケーションできた企業の人にとっても、そんな場所にな

るのではないか。 

 

そして、公民館への移転も素敵だと思うが、人と人

のつながりを継続していくことや未来を作り上げてい

くことは、時間かけてやるべきであると思うが、町民活

動支援センターの契約方式が、一年契約であるという

ことは、やろうとしている方向性とマッチしていないの

ではないか？ 

もう少し長期的に、5 か年計画などがよいのではな

いか。そうすると、もう少しお互いに未来を語れるので

はないか？ 

 

【ご意見②】 

町民活動支援センターにいらっしゃる方は、本人で

も気づいていないような日常の引っ掛かりをぽつっと

話したときに、職員の方が聞いて繋げるというのが

日々の活動の大切な部分になっているのではないか

と思う。だんだんと町民の皆さんからの信頼を得てい

って、ちょっとした相談ができるところという、この形に

たどり着いていると思う。 

その中で、一年契約というのは、いつもここにいてく

れる人ということにつながらないので、私も、長期的な

ビジョンで考えられる団体になりたいという考えには

同感である。 

 

【ご意見③】 

町民活動支援センターには、相談しにきていると思

わないけど、いつのまにか相談になっているような相

談がたくさんくる。役場まで行くまでの事じゃないけど

という些細なことも、ふらっと話してもらえる。 

 

【ご意見④】 

町長から全体的な町の説明（地域・行政経営システ

ム）のご説明をいただいたので、細かいこと言いにくい

が、町民活動支援センターの最初は、活動団体が事務

的なことをしたりする場所、「拠点」として昔は求められ

ていて、スタートしているが、その後、実際はもっと大

きな役割に膨らんでいっているような感じがある。 

行政にこんな細かいこと言っても仕方ないようなこ

とを拾い上げてくれる町民活動支援センターの存在は、

よろず相談所的な存在になってきている。小さなことを

話しているが役割は大きいと思っている。 

なので公民館に移っても、これまでやってきたこと

が縮小されるではなく、広がっていくような場所になっ

てほしい。周りの環境にも恵まれて、使い勝手が良い

ところだと思うので、最大限良さを生かしてやっていけ

るようにしたい。 

当初は、活動拠点として、年配の方の利用が多い印

象であったが、本当に多世代の交流の場になっている

し、今後もそうなってほしい。 

使いやすい場にしたいという思い。移転にあたって

水回りやカウンターについて希望をさせてもらって話

してきたが、残念ながら水回りが叶っていない。今ある

中でまずは工夫してやっていくと思うが、今までやって

いたことができなくならないようにしていきたいなと思

っている。耳を傾けてもらいたい。 

 

【ご意見⑤】 

具体的には、キッチンが欲しかった。しかし、排水が

どうしても無理であった。でも、役場の担当職員にいろ

いろと提案して、やり取りができて、過程が楽しかった。 

移転することで、人の流れが変わるので、町民活動

支援センターは、仕切り直しだと思っている。なかなか

何も用事のない人がくるのは、めむろーどとは違うの

で難しいと思っている。課題ではある。でも、子どもか

ら高齢者まで、だれかと話ができる場所、そんな場所

になるように育てる過程を楽しんで作っていきたい。 

 

補足で、今年度、公民館に移転したらこうしたいとい
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うようなことを考えるワークショップをやりたかったが、

コロナ禍でできなかった。 

みなさんからは、屋外も活用してやっていきたいと

いうアイデアもある。そうしたアイデアを視覚的に見え

るようにしていきたい。そのためにはキッチンは長い目

でほしいなと思うところであり、今後も考えていきたい

と思っているので、よろしくお願いします。 

 

【ご意見⑥】 

めむろーどは、買い物ついでに利用できる。会議室

も活動としてちょっとした打ち合わせなども無料で使え

るのが重宝された。 

公民館に移ると無料でちょっとしたところというのが

なかなかなくて、難しくなるのかなと思っている。２～3

人でやっている団体や、お弁当を作っているような団

体の活動が、コロナ対策で場所を広くしなければなら

ないとなると、場所を借りるお金が非常に高くなってし

まい、活動費がかさんできている。こうした団体の活動

を楽しみにしている人たちもいるが、残念な気持ちに

させてしまっている。 

町民活動支援センターではそういった団体への場

所を借りるための減免や助成は難しいので、活動場所

を確保できるような支援をお願いしたい。 

 

【ご意見⑦】 

私は町民活動支援センターに印刷やコピー、パソコ

ン作業などで支援してくれている。これは移転しても

問題ないことかなと思うが、先ほどから出ているように、

年配の方が、買い物ついでに来るメリットというのがな

かなか難しくなってくる。何かいい解決方法がないか、

今あるコミバスだと時間がかかりすぎる。公民館の地

域と駅前を結ぶシャトルバスなどどうであろうか。 

それと、町長のお話を初めて聞いた。ありがとうござ

います。住民参加条例が 20 年前にできていた。そう

いうことを知らない人も多いのではないか？当時はた

くさん周知したと思うが、こうした事実も知らない人が

増えてきているのではないか。繰り返し繰り返し町民

の皆さんに周知していったほうがいいと思う。 

具体的な例があって、昨年、芽室町から原水禁に行

く人にに金一封を渡したときに反発があるのは、芽室

町が非核条例を作っていることを周知しきれていない

のでは？ 

まちづくりの基本目標、まちづくりを共に考え、未来

につなぐというところ、とてもいい部分であるけど、本

当にできるのか？という考えもある。役場への不信感

がないわけではない。一つは役場の移転の話の時に、

場所について、けいせい苑がある場所のほうがいいと

いう意見が 7 割くらいあったと思う。そういうところが

反映されなかったことや意見を言うと変な奴という役

場側からの見られ方をするのではないか。住民の皆さ

んからは多様な意見が出ることが、大前提で、それを

承認しながらやってもらいたいなと思っている。 

 

【ご意見⑧】 

町長にご説明いただいた地域・行政経営システムを

拝見して、ひとつ一つの事業は、広報や新聞で発信さ

れるから、わかるが、こういうフローを見ると、ひとつ

一つの事業がこう繋がるのかというのがわかった。総

合計画の中でどんな位置づけなのかとか、芽室町が目

指すところを知ることができた。こういうことをもっとみ

んな知れると、いろんなことがつながるんじゃないか。

未来ミーティングのような形は、これからもぜひ続けて

ほしい。 

また、さらには、語る場面があるともっと理解が進む

のではとおもった。 

私の町民活動支援センターのかかわりは、所属して

いる会の関わりで、町民活動支援センターまつりのと

きに声掛けしてもらったきっかけでスタートした。 

すると、いままで関りがなかったような他の団体の

動きがわかってよかったのだが、今年度になって、や

はりコロナで繋がれなくなった。 

でも、それでも町民活動支援センターから、「オンラ

インで学ぼう」ということも提案があって、団体でオン

ラインを学ぶ機会がすぐに企画してもらえた。そんなフ

ットワークの町民活動支援センターは素晴らしいと感

じた。 

また、今回だけでなく、どこに行ったらいいかという

ようなものでも対応してくれたことが信頼につながっ

ている。 

そうしたことから、やはり、めむろーどだと買い物つ
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いでにふらっと来て相談できていたことが、公民館で

できるかということは懸念している。 

それと、役場は人事異動がある。町民活動支援セン

ターはその都度、役場の中で関わるところに話をして

いっているが、そうではなくて、役場の一つの部署で

センターと連携取ってやるような専属のところがあるこ

とで、町と町民活動支援センターとの継続性をもたせ

るようなことにつながるのではないか。役場内で繋げ

る仕事をしっかりやってもらえると、継続性を保つこと

ができるのではないか？経験のない職員でも組織と

してカバーできるのではないか？ 

 

心配事として、町民活動支援センターには夢があり、

楽しいが、移転していくことで業務量が多くなりすぎて

いかないか、また、会計を見たときに、収入が委託の中

にもっと賄えるようなものがあればいいのにと感じて

いる。 

町民活動支援センターじゃなければならないことと

役場が担うべき部分、それ以外という役割分担を、町

民活動支援センターのいいところを残せるように考え

てもらいつつ、公民館に行ったときに新たな交流の拠

点となるような体制づくりが必要ではないか。 

 

【ご意見⑨】 

町民活動支援センターの活動を一町民として見て

来て、この活動の重要性が町民にどんどん浸透し、期

待度が高まっている。いい仕事をしているからである

が、その分、仕事量が増えている。さらに移転して環境

が良くなればその負担がさらに上乗せられるのではな

いか、大丈夫かと心配。 

あと、これに NPO の運営の委託の不安。複数年の

長期的ビジョンも含めて、考えてほしい。人数増えた

方がいいのではと思う。いまいるスタッフが、永遠にい

るわけではないので、入れ替わることも想定した人員

や予算を考えるべき。町には、それを含め余裕のある

支援を考えてほしい。 

人材育成的なというところで、役場の若手職員の研

修として、町民活動支援センターが講師になるような

立場で町職員に町民活動支援センターやまちづくりプ

ラットホームめむろのことを知ってもらう、関係性を良

くする機会を作ってはどうか。 

 

もう一点。公民館への移転で、キッチンの話があっ

たが、不安要素として、公民館は暗くて重いというイメ

ージがあり、良くない。ある程度、足を運びやすいよう

なことを考えてほしい。足を運びやすいようにレンガの

色の暗いイメージを、色彩面から明るくするようなアプ

ローチは重要ではないか？検討をしてほしい。 

 

最近、まちづくりについて、人が集う場所への「デザ

イン化」ということに対する事例をみて、心地よく過ご

せる場づくりというのを色々な先進事例を見て進めて

いった方が良いのではないか。事前にいろいろなもの

を見せてほしい。できる前に共有してもらいたい。町

民が足を運ぶという行動への意識づけに重要だと思う。 

 

【ご意見⑩】 

よろずとして人が集まる町民活動支援センターはす

ごいところと思っている。町づくりのパートナーとして

すばらしいと改めて感じる。⑨の方のご意見も整理さ

れていてよい。町には、財政的なものも含めて、今後

も進めてほしい。 

公民館は、今、料金的にも出入りしやすいので、そう

いったことが、維持できるように、また、お茶を飲んだ

りということもコミュニケーションには大切。湯沸かし

器であったり、そうした飲み物が飲めるように改善をし

てほしい。 

 

【ご意見⑪】 

教育長に質問ですが、公民館に移動するにあたって、

「ふらっと立ち寄れる場所」というのが重要であると思

うが、そういう意味で、町民活動支援センターに期待

することはどのようなことか。 

 

【程野教育長】 

貴重なお話をありがとうございます。 

まずは、町長から説明がありましたし、町民活動支

援センターの歩みのプリントにも、「住民の自己実現、

住み続けたい町、暮らしたい町に向かって持続可能

なまちづくり」とありましたが、私もその基盤を担う
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組織団体と思っている。 

今日は、住民と行政がタイアップして未来に向かっ

てまちづくりをしていくと、ここを共有できたのは大

きいと思うのが 1点。 

もう一つは、移転について私も期待している。公民

館は単なる箱物ではなく、今後は町の拠点として、特

に、図書館と連動しながら町民活動支援センターと

連携できないかという発想がある。 

町民が気軽に集って、学び、育ち、そして、「つなが

る」という、つながりが広がるような仕組みができな

いかと思う。 

そのつながりを作る１つが、「コミュニティ・スクー

ル」だと思う。町民活動支援センターの皆さまとは、

2 年間協働させてもらっており、また、CS コーディ

ネーターとしてもお世話になり、コロナ禍でも、その

輪郭が着実に形になっている。 

気軽に立ち寄れて、学び、自己実現でき、生涯にわ

たって成長できる、まちに親しみ愛着を感じ、その後

にも広がっていく、そのような形になればと思う。 

また、図書館は、レファレンスサービス機能として

司書が相談に乗っているが、その部分でも連携し、知

識を調べるだけではなく、人の紹介などもできるサ

ービスを図書館でもできないだろうか。 

そうしたことで、生涯学習の拠点のような形で、図

書館においても、福祉のサポートなどに、機能を進化

させていくよう町としても頑張らねば。 

  

また、リノベーションのことも、可能な限り実現で

きるようにしていきたい。 

 

教育委員会としては、心豊かな人づくり、将来に向

かって学び続ける生涯学習の推進、ここに繋がるよ

うにやっていきたい。 

柏樹学園もコミュニティ・スクールとつなげていき

たい。他の団体ともコミュニティ・スクールでつなが

り、学校や子どもたちを核としたまちづくりを発信し

ていきたい。 

 

 

【ご意見⑫】 

シニア世代はめむろーどには行きやすいが、公民館

でも、じゃがバスが目の前に止まったらいいなと思う。

特に冬は北側の入り口に止まってほしいなという思い

があり、どうしたらふらっと立ち寄れるを実現できるか、

歩きでも、ベビーカーやシルバーカーでも回遊できる

ようなフラットな導線作りができたらいいなと思ってい

ます。 

 

【程野教育長】 

駐車場あたりを使って、外でのイベントを打ち町民

活動支援センターが移転したことを示していったり、

町民の皆さんがわくわくするような動きをしていく

ことにより、町のビジョンがみえるようにしていきた

い。 

まさに生涯学習の拠点であり、そこに町民活動支

援センターに関連する皆さんの姿や町民の姿が浮か

び上がるようにしていきたい。 

 

【手島町長】 

まず、住民参加での反省点としては、やりっぱなし

でフィードバックがなかったり、定員を決めて、公募

と言いながら声掛けしたりという部分があって、住

民参加の形を作って、結局は町が主導してるみたい

な形になってしまうことが課題であると考えている。 

町民の皆さまの意見が、しっかり反映されていく

というところをしっかり示していくことが、次の住民

参加のモチベーションになると思うし、必要だと思え

ている。 

 

役場は、この10年で100人の職員が入れ替わっ

ている。これは現実で、なかなか根性論で仕事をや

らせるといっても通用しない。業務の効率化、ワーク

ライフバランスが大事になってくる。 

「こうしたことで時間を創出し、その時間をインフ

ォーマル活動（PTA とか、自主研修とか）そういう機

会で町民の皆さまとの接点を作ってほしい」と必ず

面談で言っている。この規模の町では、そうした活動

が重要で、ただ仕事しているだけでは、ただのサラリ

ーマンになってしまうよと。信頼感を得るためにプ

ラスアルファの活動にも考えをもってもらいたいと
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話している。 

 

そういう手段の一つとして、地域担当職員がいま

あまり機能していない。一つお願いしているのは、町

内会の役員会に入ってほしい。会長だけではなくて、

役員会に強制的に入ってほしい。ということをお願

いしている。 

 

昔、まちづくりにかかかわっている人は、100 人

くらいだと思いました。なので、その発想から埼玉県

の志木市が第2役場といって、100人委員会のよう

なものにトライした。しかし、これでは議会はどうな

の？という声もある 

役場は、アリバイの住民参加ではなく、テーマごと

のMMM（未来ミーティング）をやる、オンラインでも

いい。 こうした具体的なテーマ別の住民参加の形は

どうかと考えている。 

 

ご意見にもあった団体活動の拠点の考え方は、以

前は、印刷、団体紹介、補助制度だったのが、それが

非常に幅広くなっていることは同感である。 

肩に力を入れず、ちょっとした生活の引っ掛かり

を話せる場所とするならば、公民館もそういった町

民の憩いの場にしていきたい。 

ファミリーは新嵐山。多世代の憩いの場として公

民館を中心とするエリアをもっていきたい。このエリ

アは、庁舎も含めてやっていきたい。駐車場や、庁舎

の屋上なども活用しながらやっていきたい。周りの

自然も素晴らしいと思う。 

 

次に、団体の場所、利用料支援はいろいろなとこ

ろからも話があるのは承知している。政策に則った

ものであれば支援できると思うが、線引きしなけれ

ばならないことから難しいなと考えている。説明し

きれるかどうか、なぜこの団体だけなのかというと

ころの説明を果たすことも必要。 

 

また、この NPOの皆さまの活動は、素晴らしいと

思っている。 

体制の強化もそうだが、町民活動支援センターの

活動を今日説明させていただいたような地域・行政

経営システムのいろいろな事業とかみ合わせてほし

い。そうするといろいろな人・もの・金が付いてくる。

町の予算化というところにもつながっていくと考え

ている。 

そこに町民活動支援センターの思いもかけ合わせ

ていってほしい。町民活動支援センターの活動も町

の事業ともかみ合いながら、寄せていくのではなく

て、かみ合わせながらやっていけば、複数年で委託

契約をしていくこともいいと思う。 

町の政策と目指す方向を長期的にみて、かみ合わ

せていって予算化していくことを考えてもらいたい。 

 

町民活動支援センターの位置づけが重要になって

いくと、おのず安定的な状況になっていくと思うが、

語弊のないようにと思うが、貴 NPO がやりたいこ

とと、町が事業として請け負ってもらおうとしている

こと、そこが合致してくるようになると、より一層厚

みが増してっていくのではないか。郷土愛やコミュニ

ティスクールなどの取り組みとかみ合うように進め

ていくといったことである。 

 

【ご意見⑭】 

この団体ができたのは 2年前。自分たちがしたい活

動はなんなんだろうかということも考えている。全部が

委託受託の関係だけで成り立たせるのは難しいと思っ

ている。ただ、現実問題として、今の状況では、センタ

ー職員の生活が成り立たない状況にはある。これだけ

の仕事や期待がきているというのは、今まで以上にや

らなければならないこと、仕事量になると思うが、そう

いう現実もあることは、無視できないことである。その

ような中で、現状の委託料などでは、財政的にどうな

のかということは思っている。 

コロナ禍でも前に進めている。自分たちもやりたい

思いだが、現実的にきびしいところもある。 

それぞれのサークルも厳しい現実に向かいつつあ

る。130団体くらいあり、その中で60団体くらい写真

ある。自分の活動の場を探している人もいる。これだ

けのものがあって、つながっていくことはすごいよねと

なっている。 
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自分も関わってきて、すごい状態になっていると実

感もある。高齢化して苦しんでいる現状もあるが、病

院の話も、新嵐山の話をしても、町民の皆さんが大変

たくさん集まる。エネルギーがすごい。町外から見たら

すごいこと。 

町民の活き活きしたものが見えるようにできるので

はないか。私たちは公民館でも、できるのではないか

と思う。 

登録団体の人たちは、自己実現の趣味のサークル

の人であっても、なにか役に立てるのではと、コミュニ

ティスクールの意見交換会で出てきて、趣味から一歩

踏み込んで、まちづくりに関わっている。こういう団体

が、自己実現だけでないというところが、この町はすご

いよねとなる。 

 

生活支援体制整備事業も 30 団体、高齢者の問題

もこういうところがなくなったらどうなんですか？と思

う。貴重な役割果たしているのに、期待しているのは

わかるが、それに見合う後押しするような、町の財政

的な負担はあるのかと思っている。 

こうしたそれぞれの団体は、芽室町の魅力だと思う

のだが、こういうものを発信しないとダメではないか。 

こうした「人」が成し遂げている芽室町の魅力、大事

な役割をしているということを、ちゃんと応援してもら

いたい。もう一度、支援の在り方として考えてもらいた

い。 

かなりレベルの高い対応をしていると思っている。

現状に見合ったような支援をお願いしたい。 

 

【手島町長】 

芽室は、資源の 1 つとして人があると強く認識し

ている。自治のまちづくりの中で、うまく「かみ合わ

せる」ということを考えていただくことで、支援の在

り方はいろいろとまだ考えられるのではと考えます。 

 

また、こうした意見交換の機会がもっとないと、現

場でどのような活動があるのか、現場の熱が私自身

も理解が足りない部分もあるのかもしれない。そう

いうことから、担当からも報告も見ながら、少なくと

も年に 1回、2回話し合うようにしていきたい。 

具体的には、予算に反映していくためにも、来年度

も夏から秋に 1度やっていきましょう。8月、9月く

らいにむけてやっていきましょう。ビジョンや提案を

考えて頂きたいと思う。 

 

【ご意見⑮】 

私たちの NPO がすばらしいのではなく、団体の皆

さんがすばらしいので、それを発信するだけで芽室町

の町民活動はすばらしいねとなる。 

なので、随時発信していきたいし、町長にもお伝え

する術があるといい。 

 

【手島町長】 

地域・行政経営システムの中でも、町民活動支援セ

ンターは、唯一「機関」として明確に位置付けている。

なので、それくらい重要な位置づけであることを改

めて共有させていただけたら。 

 

【ご意見⑯】 

改めて、テーマ別での話し合いの場を作っていきた

い。 

 

【手島町長】 

特に令和３年度は、公民館への移転に向けてしっ

かり話し合いしながらやっていきたい。お互いに共

有していきながらやっていきたい。 

 

未来ミーティングという形で申込をしていただけれ

ば、必ず調整はさせていただくので、ぜひ、今後もこ

うした場を作っていければ。 
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【ミーティングの様子】 

 

 

 

 

 

 


